
流域治水の今後の取組について

令和８年６月11日（木）

令和８年度 天竜川上流流域治水協議会
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長野県河川課

長野県流域治水推進計画の取組
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●公共施設における雨水貯留浸透施設設置
●市町村における各戸貯留施設設置費補助制度
●雨水排水規制ガイドライン等の策定
●ため池や水田を活用した雨水貯留の取組
●流域の森林整備 等

●危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置
●浸水想定区域図の作成 ●住まい方の工夫の取組
●要配慮者利用施設における避難確保計画の策定
●地域特性に配慮した「地区防災マップ」の作成
●防災知識の普及に関する取組 等
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まちづくりや住民避難の取組

「備える」～逃げ遅れゼロ～

流域における雨水貯留等の取組

「留める」

河川整備の取組

「流す」
●堤防・護岸整備 ●河道掘削・支障木伐採 等

長
野
県
流
域
治
水
推
進
計
画

⚫ 近年、気候変動による豪雨が増加し、全国各地で水害が激甚化・頻発化

⚫ これまでの国や県による治水対策に加え、市町村や民間事業者、県民などの流域の関係者全員が協働して、

流域全体で対策を推進する必要がある

国土交通省資料より

流域治水のイメージ

契 機

趣 旨

目 標

計画期間

⚫ 令和元年東日本台風より甚大な被害が発生した長野県において、流域治水の取組を推進

⚫ 全国的に流域治水への転換が図られている中、県の独自計画「長野県流域治水推進計画」を策定

⚫ 関係者が意識を共有し、計画期間内での具体的な取組目標を定め、計画的に取り組む必要がある

令和３～７年度 （５か年）

⚫ 「流域治水」に対する意識を醸成し、取組が拡大することを目的に策定

⚫ 取組を推進することにより、「再度災害防止・軽減」、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の軽減」を実現し、

「安全・安心な地域」の形成を目指す

内 容

「流域治水」の３本柱のうち、本計画では

「留める」「備える」の２本柱に絞った計画
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長野県流域治水推進計画の内容
長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

主な流域治水の普及啓発活動
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シンポジウム

●信濃川・天竜川水系にスポットをあてたシンポジウムや、土木学会水工学委員会や国・県・市等で構成された水シンポジウム等、
流域治水の方向性や一人ひとりができることを議論

千曲川流域治水サミット（R5.1）

●流域治水を本格的に展開するため、新潟県・長野県の首長等
が一堂に会し、上下流一体で課題や取組を共有

記念撮影（県内の千曲川流域首長と新潟県三条

市長）

啓発動画・流域治水模型による防災教育

天竜川水系流域治水シンポジウム
（R4.12）

主催：天竜川上流河川事務所、長野県

主催：千曲川河川事務所、長野県

●県と市町村が協力して「流域治水」を前に進めていく
決意表明として「治水ONE NAGANO宣言」を実施

治水ONE NAGANO宣言（R3.5）

阿部知事
羽田町村会長

牛越市長会長

※役職名は宣言当時のもの

啓発動画

長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

令和元年東日本台風災害2年シンポジウム
（R3.10）

主催：千曲川河川事務所、長野県

水シンポジウム（R6.10,11）
主催：「第28回水シンポジウム2024 in ながの」実
行委員会（国交省北陸地整、長野県、長野市他）

CM放送

●流域治水の取組を紹介している啓発動画作成や模型の製作し、防災学習を実施

流域治水模型

対策あり 対策なし

防災学習防災学習カード

・ポスター ・パンフレット
・ステッカー ・クリアファイル、

・缶バッジ等

●CM動画を作成し、テレビCMやYouTube・LINEなどの広
告、映画館の上映前の広告等、様々な媒体での広報を実施

啓発動画

グッズ展開

●グッズを作成し、啓発目的とし
てイベント等で配布
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流域治水の普及啓発CM（令和３年度作成）
長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

6

長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～流域治水の普及啓発CM（令和３年度作成）
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マイタイムライン作成の啓発動画（令和６年度作成）
長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

長野県流域治水推進計画とりまとめ

県有施設における雨水貯留浸透施設
木曽警察署（地下貯留方式）

貯留可能分

ため池を活用した雨水貯留の取組
（大池（千曲市）低水管理状況）

公共下水道（雨水）の整備
（長野市 更北南部１号雨水幹線）

流域における雨水貯留等の取組「留める」 まちづくりや住民避難の取組「備える」～逃げ遅れゼロ～

地区防災マップの作成（千曲市）

長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

【長野県流域治水推進計画の成果】

⚫ 河川への流入量抑制及び市街地の浸水低減に繋がった
⚫ 県有施設および市町村施設における雨水貯留浸透施設の設置が進み、貯留量を確保したほか、設置を通して取組みの周知をすることができた。
⚫ ため池を活用した雨水貯留や森林整備、公共下水道の整備など、部局を横断した取組みが実施された。

⚫ 備える取組みを推進したことで、防災意識の向上やリアルタイム情報発信に寄与
⚫ 危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置を増加したことで、県民にリアルタイムで情報発信でき、安全な場所から確認できるようになった。
⚫ 県立高校における避難確保計画の作成が進み、計画に基づいた避難訓練を実施したことで防災意識向上が図られた。
⚫ 要配慮者利用施設における避難確保計画作成や地区防災マップ、住民支えあいマップの作成が進み、個人だけでなく団体での防災意識向上に寄与した。

信州防災アプリ

項目 目標値 実績

県有施設における雨水貯留浸透施設設置 20施設 19施設 95%

県有施設における雨水貯留タンク設置 439基 439基
100
%

市町村の所有する施設での雨水貯留浸透施設設置 77市町村 46市町村 60%

市町村における各戸貯留施設設置費補助制度 12市町村 11市町村 92%

雨水排水規制ガイドライン等の策定 54市町村 11市町村 20%

ため池を活用した雨水貯留の取組 404箇所 437箇所
108
%

公共下水道（雨水）の整備 335ha 141ha 42%

流域の森林整備 35,531ha 32,850ha 92%

項目 目標値 実績

簡易型河川監視カメラの設置 100基 100基 100%

浸水想定区域図の作成 218河川 218河川 100%

都市計画マスタープランや立地適正化計画による水害
に強い地域への誘導

６市町村 10市町村 167%

要配慮者利用施設における避難確保計画の作成施設数 51％ 96.3％ 96%

学校における避難確保計画の作成と避難訓練の実施 ５校 ３校 60%

地域特性に配慮した「地区防災マップ」の作成 77市町村 77市町村 100%

防災知識の普及に関する取組 信州防災ｱﾌﾟﾘ登録者数 100,000名 48,189名 48%

「住民支えあいマップ」の作成 3,539地区 3,400地区 96%

流域の森林整備（天竜村）

「留める」取組み

「備える」取組み

各項目における取組が広がり、流域治水に対する意識の醸成が図られた

※取組項目は抜粋、記載実績値は見込み値を含む
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流域治水の今後の取組について
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10

知る
【水 系】流域治水プロジェクト R3～

【県全域】長野県流域治水推進計画 R3～R7 

自分事化、行動
県内10圏域（スモールスケール）

流域治水プロジェクト2.0の具体化・細分化

（地域毎の具体な取組方針による推進）

● 県内10圏域に分け、流域内の関係者と治水上の課題や今後のまちづくりの在り方等について議論

● 地域の実情に即した流域対策の目標を設定し、様々な流域対策を組み合わせることによる効果の「見える化」を行う

● 県民ひとりひとりが自分事化し行動できる取組を推進する

● 各小流域の取組み状況等については、流域治水全体協議会等で協議・情報共有を行う

長野県流域治水推進計画（令和３年２月策定）

●期間：令和３～７年度（５ヵ年）
●内容：計画期間内で実施する取組目標を定め「流域治水」を推進

長野県流域治水推進計画による普及啓発により「流域治水」という

意識の醸成は図られつつあるが、更なる取組みが必要

【これまでの取組】

まちづくりや住民避難の取組

「備える」～逃げ遅れゼロ～
流域における雨水貯留等の取組

「留める」

「水害リスク」を『自分事』と捉え、流域対策を『行動』に移行

【今後の展開（案）】

ステップ① ステップ②

【今後の取組（案）】

長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～長野県における流域治水の取組の推進・深化

【令和３～７年度】 【令和８年度～】

県民ひとりひとりが自分事化し、行動
できるように市町村・国・県が協働

これまでにCM等により『流域治水』
の言葉や概念の浸透をはかった

県民も参加できるように推進し、より知ってもらう
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⚫ 取組を加速化・深化するため、地域の実情に即した流域

対策の目標を設定

⚫ R8～R12の５年間に取り組む内容とする

⚫ 様々な対策を組み合わせることで、更なる参加機運の醸

成や合意形成の促進を図り、流域治水を推進する

圏域別
（大規模氾濫減災協議会）

長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

10圏域に分け、地域毎に目標に向かい流域治水の取組

を推進する圏域別流域治水推進計画（仮）を策定

流域別
（流域治水協議会）

地域の課題や水害リスクの洗い出し

⇒ 地域ごとに抱えている課題や水災害リスクを洗い出し、

対策が必要なエリアやメニューを整理する

※エリアやメニューは各流域のプロジェクトを参考

地域独自の取組や市町村が力を入れている取組を整理

⇒ 地域の強みを整理する

当面５年間（R8～R12）で実施する目標を立てる

⇒ ①で洗い出した水害リスク等に対し、ハード・

ソフト両面でできる対策を検討

⇒ ②で整理された地域の強みをより加速化するため、

対策項目に入れられないか検討する

⇒ 長野県（建設事務所・地域振興局等）の取組、

市町村の取組をまとめる

1

2

3

長野県における流域治水の取組の推進・深化

【圏域別流域治水推進計画（仮）の作成】

R9.3全圏域の
計画を共有R8.6月～10月 R8.11月～R9.３月

【スケジュール（予定）】

12

長野県における流域治水の取組の推進・深化
長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

【圏域別流域治水推進計画（仮）のイメージ】
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長野県における流域治水の取組の推進・深化
長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

【圏域別流域治水推進計画（仮）のイメージ】

圏域版流域治水推進計画（仮）作成後の進め方
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国・県・市町村
河川管理・防災・教育

流域治水協議会
や大規模氾濫減
災協議会等を
活用し議論

①「流す」取組
堤防・護岸整備
河道掘削・支障木伐採 など

②「留める」取組
雨水貯留浸透施設等の設置
ため池・田んぼダム・グラウンド貯留 など

③「備える」取組
地区防災マップ作成支援
マイ・タイムラインの作成支援
避難計画策定 など

Plan【計画・目標】

⚫ 水災害リスクを把握し、課題や取組状況を反

映した圏域別流域治水推進計画（仮）を作成

⚫ 市町村や関係者と意見交換や議論を行い目標

を共有する

Do【実行する】

⚫ 位置付けた取組を各自が実行する

Check【評価・進捗管理】

⚫ 取組状況の把握・進捗管理

Act【改善】

⚫ 改善点や取組の拡大等、計画を更新する

⚫ 関係者との議論を重ね、必要に応じて計画

の見直し、追加を行う

長野県河川課

～みんなでとりくむ『流域治水』～

水災害リスクの把握
・過去の災害履歴
・降雨状況
・河川整備状況
・土地利用状況
・浸水想定区域図
・水害リスクマップ

・用排水路整備状況
・下水道整備状況（雨水渠）
・内水ハザードマップ
・貯留施設（ため池、貯留施設
等）
・避難計画など

【年度毎に行うサイクルを想定】

●計画作成後は、各流域治水協議会や大規模氾濫減災協議会等を活用し、関係者と議論を重ねる

●また、必要に応じて、計画の見直しや項目の追加を行う
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